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わ
が
国
の
製
造
業
が
、
か
つ
て
の
輝
き
を

失
っ
て
久
し
い
。
激
し
さ
を
増
す
国
際
競
争

を
背
景
に
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
な
ど
、

国
内
で
の
も
の
づ
く
り
は
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
日
本
の
製
造
業
の
国
際
競
争

力
は
、
大
多
数
を
占
め
る
中
小
企
業
の
高
度

な
熟
練
技
能
が
生
み
出
す
高
付
加
価
値
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り

は
、
製
造
業
が
復
活
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

支
え
る
中
小
企
業
に
活
力
が
残
っ
て
い
る
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
は
昨
年
一
一
月
、
中
小
企
業

が
採
用
・
人
材
育
成
面
等
で
抱
え
る
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り
の

競
争
力
と
な
る
高
付
加
価
値
を
生
み
出
す
経

営
戦
略
と
そ
の
高
付
加
価
値
の
源
泉
た
る
熟

練
技
能
者
の
確
保
・
育
成
の
実
態
を
探
る
た

め
、「
も
の
づ
く
り
企
業
の
経
営
戦
略
と
人
材

育
成
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
調
査

は
、
製
造
業
の
う
ち
機
械
金
属
産
業
の
従
業

員
一
〇
人
以
上
の
企
業
二
万
社
を
対
象
に
、

四
二
八
〇
社
の
回
答
を
得
て
い
る
（
有
効
回

収
率
二
一
・
四
％
）。
回
答
企
業
は
、
三
〇

人
未
満
規
模
が
三
八
・
九
％
、
三
〇
～
一
〇

〇
人
未
満
が
三
五
・
二
％
と
、
一
〇
〇
人
未

満
企
業
が
七
割
強
を
占
め
て
い
る
。
本
調
査

は
、
厚
生
労
働
省
の
要
請
に
よ
り
実
施
し
た

も
の
で
、
調
査
結
果
は
「
平
成
二
六
年
度
も

の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
振
興
施
策
（
も
の
づ

く
り
白
書
）」
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

調
査
結
果
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

１  

も
の
づ
く
り
人
材
の 

採
用
・
定
着
の
状
況

半
数
超
の
企
業
が
新
卒
採
用
を
行
わ
ず

　

過
去
三
年
間
（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
四
年

度
）
に
お
け
る
、
も
の
づ
く
り
人
材
（
技
能

系
と
技
術
系
の
正
社
員
を
合
わ
せ
た
総
称
。

以
下
同
じ
）
の
採
用
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
新
卒
採
用
に
つ
い
て
は
、「
過
去
三
年

間
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
新
卒
採
用
を
実
施

し
た
」
と
す
る
企
業
の
割
合
は
四
六
・
二
％

で
、「
い
ず
れ
の
年
度
に
も
新
卒
採
用
を
実
施

し
な
か
っ
た
」と
す
る
五
二
・
〇
％
を
下
回
っ

た
。

　

従
業
員
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
、
採
用
を
実

施
し
た
と
す
る
回
答
割
合
が
低
く
な
っ
て
お

り
、「
三
〇
人
未
満
」
企
業
で
は
約
三
割
（
二

八
・
六
％
）、「
三
〇
人
～
九
九
人
」で
は
五
四
・

八
％
な
の
に
対
し
て
、「
一
〇
〇
人
～
二
九
九

人
」
で
は
約
八
割
（
八
一
・
二
％
）、「
三
〇

〇
人
以
上
」
で
は
九
割
強
（
九
四
・
〇
％
）

が
採
用
を
実
施
し
て
い
る
（
図
表
１
）。

　
「
採
用
を
実
施
し
た
」
企
業
に
「
求
人
に

対
す
る
応
募
が
少
な
い
」
と
思
う
か
ど
う
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
応
募
が
少
な
い
」（「
そ

う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」

の
合
計
）
と
す
る
割
合
が
六
六
・
一
％
。
こ

れ
は
、
従
業
員
規
模
に
よ
る
違
い
が
顕
著
で
、

規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
「
応
募
が
少
な
い
」
と

す
る
割
合
が
高
く
、「
三
〇
人
未
満
」、「
三
〇

人
～
九
九
人
」
の
企
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六

九
・
七
％
、
六
八
・
六
％
と
約
七
割
な
の
に

対
し
て
、「
一
〇
〇
～
二
九
九
人
」で
は
五
九
・

六
％
、「
三
〇
〇
人
以
上
」
で
は
五
五
・
〇
％

と
な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
の
中
で
も
、
と

く
に
一
〇
〇
人
未
満
の
企
業
が
応
募
者
の
少

な
さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
（
図
表
２
）。

中
途
採
用
は
七
割
が
実
施

　

一
方
、
過
去
三
年
間
の
中
途
採
用
状
況
に

つ
い
て
は
、「
過
去
三
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年

度
に
中
途
採
用
を
実
施
し
た
」
と
す
る
企
業

の
割
合
は
約
七
割
（
七
〇
・
四
％
）
で
、「
い

ず
れ
の
年
度
に
も
中
途
採
用
を
実
施
し
な

か
っ
た
」
の
約
三
割
（
二
七
・
〇
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
中
途
採
用
に
つ
い
て

も
、
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
割
合
が
高
い

が
、
新
卒
採
用
ほ
ど
規
模
に
よ
る
差
が
少
な

い
。「
三
〇
人
未
満
」
で
も
六
六
・
五
％
が

中
途
採
用
を
実
施
し
て
お
り
、「
三
〇
～
九
九

人
」で
七
五
・
一
％
、「
一
〇
〇
～
二
九
九
人
」

が
七
六
・
七
％
、「
三
〇
〇
人
以
上
」
で
は
八

〇
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
規
模
が
大
き
い

企
業
ほ
ど
、
新
卒
・
中
途
と
も
に
実
施
す
る

割
合
が
高
い
が
、
規
模
が
小
さ
い
企
業
で
は
、

新
卒
採
用
よ
り
も
中
途
採
用
を
実
施
す
る
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

　
「
求
人
に
対
す
る
応
募
が
少
な
い
」
と
思

う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
応
募
が
少
な

い
」（「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ

う
思
う
」
の
合
計
）
と
す
る
割
合
が
六
六
・

五
％
。
中
途
採
用
で
も
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど

「
応
募
が
少
な
い
」
と
感
じ
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
新
卒
採
用
ほ
ど
の
規
模
格

差
は
な
い
。「
応
募
が
少
な
い
」
と
す
る
割

合
は
、「
三
〇
人
未
満
」
で
六
五
・
九
％
、「
三

〇
～
九
九
人
」
で
は
六
八
・
一
％
、「
一
〇
〇

～
二
九
九
人
」
で
六
〇
・
七
％
、「
三
〇
〇
人

以
上
」
で
六
〇
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
新

卒
採
用
で
「
応
募
が
少
な
い
」
と
す
る
割
合

は
、
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
高
い
が
、
中
途
採

用
で
は
規
模
に
よ
る
差
は
小
さ
い
。
規
模
が

小
さ
い
企
業
で
、
新
卒
採
用
が
思
う
よ
う
に

で
き
て
い
な
い
現
実
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
４
）。

小
規
模
企
業
ほ
ど 

中
途
採
用
重
視
の
傾
向

　

採
用
方
針
と
し
て
過
去
三
年
間
に
、
新
卒

採
用
と
中
途
採
用
の
ど
ち
ら
を
重
視
し
て
き

た
か
に
つ
い
て
は
、
中
途
採
用
重
視
（「
中

途
採
用
が
中
心
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
中
途

三
社
に
一
社
が
高
度
熟
練
技
能
を
自
社
の
強
み
と
認
識

―
― 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ「
も
の
づ
く
り
企
業
の
経
営
戦
略
と
人
材
育
成
に
関
す
る
調
査
」

調
査
・
解
析
部
次
長　

郡
司　

正
人
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採
用
が
中
心
」
の
合
計
）
が
六
四
・
六
％
と
、

新
卒
採
用
重
視
（「
新
卒
採
用
が
中
心
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
新
卒
採
用
が
中
心
」
の
合

計
）
の
三
一
・
六
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
新
卒
採
用
重
視
の

傾
向
で
、
逆
に
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
中
途
採

用
重
視
に
な
っ
て
い
る
。

新
卒
・
中
途
と
も
七
割
近
い
企
業

で
七
割
以
上
の
定
着
率

　

採
用
が
で
き
て
も
、
定
着
し
て
働
い
て
も

ら
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
過
去
三
年
間

に
新
卒
・
中
途
採
用
を
一
度
で
も
実
施
し
た

企
業
に
、
採
用
後
三
年
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
定

着
状
況
に
つ
い
て
聞
い
た
。
新
卒
採
用
者
で

は
、
定
着
率
「
九
割
以
上
」
が
四
三
・
一
％
、

「
七
～
九
割
未
満
」
が
二
五
・
〇
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。中
途
採
用
で
は
、「
九
割
以
上
」

が
三
五
・
七
％
、「
七
～
九
割
未
満
」
が
三
一
・

一
％
。
新
卒
、
中
途
と
も
に
七
割
近
く
の
企

業
で
七
割
以
上
の
定
着
率
を
示
し
て
お
り
、

新
卒
採
用
の
方
が
、
中
途
採
用
と
比
べ
て
、

若
干
定
着
が
良
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
は
、
従
業
員
の
定
着
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

も
っ
と
も
取
組
割

合
が
高
い
定
着
策

は
「
賃
金
水
準
の

向
上
」
で
四
七
・

九
％
、次
い
で「
能

力
を
処
遇
に
反

映
」が
四
二
・
七
％

で
、「
会
社
の
経
営

方
針
や
経
営
戦
略

の
従
業
員
へ
の
明

示
」（
三
八
・
二
％
）、

「
業
績
を
処
遇
に

反
映
」（
三
一
・

七
％
）、「
職
場
の

人
間
関
係
の
改

善
」（
三
〇
・
二
％
）、

「『
提
案
制
度
』

な
ど
従
業
員
の
意

見
を
吸
い
上
げ
る

取
り
組
み
」（
二

七
・
六
％
）
な
ど

と
続
く
。
何
ら
か

の
人
材
定
着
策
に

取
り
組
ん
で
い
る

企
業
は
八
七
・

五
％
で
、「
と
く
に

取
り
組
み
は
行
っ

て
い
な
い
」
企
業

の
一
一
・
二
％
を

大
き
く
上
回
っ
た
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図表１　過去 3年間の新卒採用状況

図表２　「求人に対する応募が少ない」と思うか（新卒採用）

図表３　過去 3年間の中途採用状況

図表４　「求人に対する応募が少ない」と思うか（中途採用）
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（
図
表
５
）。

四
社
に
一
社
が
ベ
ア
を
実
施

　
「
賃
金
水
準
の
向
上
」
に
よ
っ
て
定
着
率

ア
ッ
プ
を
狙
う
企
業
が
多
い
結
果
だ
が
、
実

際
の
処
遇
改
善
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
三
年
度
以
降
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
具
体
的
に
聞
い
た
と
こ
ろ

（
複
数
回
答
）、「
定
期
昇
給
」
を
実
施
し
た

企
業
が
五
八
・
二
％
、
次
い
で
「
賞
与
の
増

額
」
が
四
四
・
一
％
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
が

二
四
・
六
％
、「
定
期
昇
給
・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

以
外
の
基
本
給
の
引
き
上
げ
」が
一
五
・
〇
％

な
ど
の
順
。
何
ら
か
の
処
遇
改
善
を
実
施
し

た
企
業
は
八
六
・
〇
％
で
、「
処
遇
改
善
は

行
っ
て
い
な
い
」
企
業
（
一
二
・
四
％
）
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模

が
大
き
い
ほ
ど
、
何
ら
か
の
処
遇
改
善
を
実

施
し
た
割
合
が
高
い
。「
定
期
昇
給
」は
、「
三

〇
人
未
満
」「
三
〇
～
九
九
人
」「
一
〇
〇
～
二

九
九
人
」「
三
〇
〇
人
以
上
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ

五
二
・
〇
％
、
六
二
・
八
％
、
七
三
・
二
％
、

七
七
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
」
に
つ
い
て
は
、「
三
〇
人
未
満
」「
三
〇
～

九
九
人
」「
一
〇
〇
～
二
九
九
人
」
が
、
そ
れ

ぞ
れ
二
三
・
〇
％
、
二
五
・
一
％
、
二
七
・

九
％
と
二
割
台
な
の
に
対
し
て
、「
三
〇
〇
人

以
上
」
で
は
五
〇
・
〇
％
と
半
数
が
実
施
し

て
い
る
。「
定
期
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
以

外
の
基
本
給
の
引
き
上
げ
」
で
は
、
規
模
が

小
さ
い
ほ
ど
実
施
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

（
図
表
６
）。

２  

も
の
づ
く
り
人
材
の
育

成
・
能
力
開
発
の
状
況

今
い
る
人
材
の
能
力
の
も
う
一
段

ア
ッ
プ
を

　

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
・
能
力
開
発
の

方
針
に
つ
い
て
は
、「
今
い
る
人
材
を
前
提
に

そ
の
能
力
を
も
う
一
段
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う

能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
割
合

が
三
七
・
六
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
こ
れ
に

「
個
々
の
従
業
員
が
当
面
の
仕
事
を
こ
な
す

た
め
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
標
に
能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」（
三
二
・

五
％
）
が
続
く
。
積
極
的
に
「
数
年
先
の
事

業
展
開
を
考
慮
し
て
、
そ
の
時
必
要
と
な
る

人
材
を
想
定
し
な
が
ら
能
力
開
発
を
行
っ
て

い
る
」
企
業
は
一
八
・
二
％
で
、「
人
材
育
成
・

能
力
開
発
に
つ
い
て
特
に
方
針
を
定
め
て
い

な
い
」
企
業
は
一
〇
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
小
さ

い
ほ
ど
「
当
面
の
仕
事
を
こ
な
す
た
め
」
と

す
る
割
合
が
高
く
、「
方
針
を
定
め
て
い
な

い
」割
合
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に「
三

〇
人
未
満
」
で
「
方
針
を
定
め
て
い
な
い
」

と
す
る
企
業
が
一
四
・
六
％ 

と
少
な
く
な

い
の
が
目
立
つ
（
図
表
７
）。

教
育
訓
練
は
日
常
業
務
の
な
か
で

　

も
の
づ
く
り
人
材
を
対
象
に
ど
の
よ
う
な

教
育
訓
練
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
複

数
回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
日
常
業
務
の
中

で
上
司
や
先
輩
が
指
導
す
る
」
と
の
回
答
割

合
が
八
六
・
五
％
と
も
っ
と
も
高
く
、「
仕
事

の
内
容
を
吟
味
し
て
、
や
さ
し
い
仕
事
か
ら

難
し
い
仕
事
へ
と
経
験
さ
せ
る
」（
五
一
・

六
％
）、「
作
業
標
準
書
や
作
業
手
順
書
を

使
っ
て
進
め
て
い
る
」（
四
六
・
〇
％
）、「
主

要
な
担
当
業
務
の
ほ
か
に
、
関
連
す
る
業
務

も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
経
験
さ
せ
る
」（
三

四
・
四
％
）、「
研
修
な
ど
の
Ｏ
ｆ
ｆ-

Ｊ
Ｔ

を
実
施
し
て
い
る
」（
三
一
・
四
％
）
な
ど
が

こ
れ
に
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
日
常
業
務
の

中
で
上
司
や
先
輩
が
指
導
す
る
」
や
「
仕
事

の
内
容
を
吟
味
し
て
、
や
さ
し
い
仕
事
か
ら

難
し
い
仕
事
へ
と
経
験
さ
せ
る
」
と
日
常
業

務
の
中
で
取
り
組
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

規
模
に
よ
る
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、

「
作
業
標
準
書
」
や
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
研
修
」
な
ど
制
度
化
や
手
間
が
か
か
る
取

組
は
規
模
が
小
さ
い
企
業
の
実
施
割
合
が
低

い
。

図表５　定着のための取り組み　（n=4280、%）

図表６　2013 年度以降に従業員全体に実施した処遇改善（複数回答、％）

47.9
12.2

31.7
42.7

38.2
27.6

30.2
24.9

1.6
9.4

15.7
21.4

13.9
6.4

1.1
11.2

1.2
87.5

賃金水準の向上
仕事の裁量性の向上

業績を処遇に反映
能力を処遇に反映

会社の経営方針や経営戦略の従業員への明示
「提案制度」など従業員の意見を吸い上げる取組

職場の人間関係の改善
能力開発・教育訓練の実施

キャリアに関する相談（キャリア・コンサルティング）の実施
チューター制度・メンター制度の導入

社員の家庭生活（育児・介護）などへの配慮
福利厚生の充実
労働時間の短縮

苦情処理の仕組みの整備・充実
その他

とくに取り組みは行っていない
無回答

何らかの人材定着施策に取り組んでいる

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

定期昇給 ベース 
アップ

定 期 昇 給、
ベースアップ
以外の基本給
の引き上げ

諸手当の
引き上げ

賞与の 
増額

給与以外
の福利厚
生の改善

その他
処遇改善
は行って
いない

無回答

何らかの
処遇改善
を実施し
た

全体（n=4280） 58.2 24.6 15.0 12.1 44.1 12.8 1.4 12.4 1.6 86.0 

３0人未満（n=166３） 52.0 2３.0 16.9 12.4 4３.2 11.３ 1.1 16.３ 0.7 8３.0 

３0～99人（n=1507） 62.8 25.1 15.1 12.8 45.6 12.7 1.4 10.0 0.6 89.4 

100～299人（n=451） 7３.2 27.9 9.5 10.2 47.0 18.0 1.8 5.8 0.9 9３.３ 

３00人以上（n=116） 77.6 50.0 6.9 14.7 5３.4 28.4 2.6 6.0 0.0 94.0 
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15

六
割
で
教
育
訓
練
の 

「
成
果
が
あ
が
っ
た
」

　

も
の
づ
く
り
人
材
の
教
育
訓
練
に
向
け
た

環
境
整
備
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
改
善

提
案
の
奨
励
」
が
四
五
・
七
％
と
も
っ
と
も

高
く
、
こ
れ
に
「
伝
承
す
べ
き
技
能
の
テ
キ

ス
ト
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」（
二
二
・
二
％
）、

「
小
集
団
活
動
や
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
奨
励
」

（
二
一
・
一
％
）、「
自
社
の
技
能
マ
ッ
プ
の

作
成
」（
二
〇
・
二
％
）
が
続
い
て
い
る
。
一

方
、「
特
に
何
も
行
っ
て
い
な
い
」
企
業
が
二

二
・
七
％
と
二
割
以
上
を
占
め
る
の
が
目
立

つ
。「
三
〇
人
未
満
」「
三
〇
～
九
九
人
」
で

環
境
整
備
全
般
の
取
り
組
み
割
合
が
低
く
、

「
特
に
何
も
行
っ
て
い
な
い
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
三
三
・
〇
％
、
一
五
・
八
％
と
高
い
割
合

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
人
材
に
対
す
る
教
育
訓
練
の

取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
成
果
が
あ

が
っ
た
」（「
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
」
と
「
あ

る
程
度
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
」
の
合
計
）

と
す
る
回
答
割
合
が
約
六
割（
六
一
・
三
％
）

を
占
め
て
お
り
、「
成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ

た
」（「
あ
ま
り
成
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
」

と
「
成
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
」
の
合
計
）

の
三
三
・
六
％ 

を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
で
は
、「
成
果
が
あ
が
っ

た
」
と
す
る
割
合
は
、
規
模
に
比
例
し
て
高

く
な
っ
て
お
り
、「
三
〇
人
未
満
」
で
五
六
・

九
％
、「
三
〇
～
九
九
人
」
で
は
六
四
・
六
％
、

「
一
〇
〇
～
二
九
九
人
」は
七
一
・
六
％
、「
三

〇
〇
人
以
上
」
が
八
二
・
八
％
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
８
）。
教
育
訓
練
が
日
常
業
務
の

枠
に
と
ど
ま
る
割
合
の
高
い
小
規
模
企
業
で
、

訓
練
の
成
果
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
い
様
子

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

育
成
の
時
間
や
人
材
不
足
が
課
題

　

も
の
づ
く
り
人
材
に
教
育
訓
練
を
実
施
す

る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

も
っ
と
も
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、「
育

成
を
行
う
時
間
が
な
い
」（
四
二
・
八
％
）
で

四
割
超
の
企
業
が
課
題
に
あ
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
「
若
年
も
の
づ
く
り
人
材
を
十
分
に
確

保
で
き
な
い
」（
三
六
・
六
％
）、「
指
導
す
る

側
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」（
三
五
・
一
％
）、

「
指
導
さ
れ
る
側
の
能
力
や
意
欲
が
不
足
し

て
い
る
」（
三
四
・
四
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
育
成
を
行
う

時
間
が
な
い
」
と
「
指
導
さ
れ
る
側
の
能
力

や
意
欲
が
不
足
し
て
い
る
」
を
課
題
と
す
る

割
合
は
、
規
模
に
よ
る
差
が
少
な
い
。
一
方
、

規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
「
若
年
も
の
づ
く
り
人

材
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
」
と
す
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
逆
に
「
指
導
す
る
側

の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」
と
す
る
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
訓
練
の
成
果
別
に
み
る
と
、
成
果
が

「
あ
が
ら
な
か
っ
た
」と
す
る
企
業
で
は
、「
あ

が
っ
た
」
企
業
に
比
べ
、
す
べ
て
の
項
目
に

つ
い
て
課
題
に
あ
げ
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
が
、
と
く
に
「
指
導
す
る
側
の
能
力
や

意
欲
が
不
足
し
て
い
る
」「
指
導
す
る
側
の
人

材
が
不
足
し
て
い
る
」
で
成
果
別
の
差
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

技
能
伝
承
は
高
年
齢
従
業
員
を
活
用

　

技
能
伝
承
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
聞
い

て
い
る
。
技
能
伝
承
に
つ
い
て
何
ら
か
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
割
合
が
七
六
・

三
％
と
大
多
数
を
占
め
、「
と
く
に
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
な
い
」
企
業
（
二
〇
・
七
％
）

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
規
模
別
で
は
、

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
取
組
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た

企
業
の
具
体
的
な
中
味
を
み
る
と
（
複
数
回

答
）、「
再
雇
用
や
勤
務
延
長
に
よ
る
高
年
齢

従
業
員
の
活
用
」
が
五
九
・
五
％
と
も
っ
と

も
高
く
、
次
い
で
「
伝
承
す
べ
き
技
能
の
テ

キ
ス
ト
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」（
三
一
・
二
％
）、

「
育
成
対
象
の
技
能
者
ご
と
に
専
任
の
指
導

者
を
配
置
」（
二
二
・
六
％
）、「
社
内
研
修
な

ど
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
」（
一
八
・
四
％
）
の
順
。

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
軒
並
み
、
規
模

が
大
き
い
ほ
ど
取
組
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
一
方
、「
育
成
対
象
の
技
能
者
ご
と
に
専
任

の
指
導
者
を
配
置
」
の
み
規
模
が
小
さ
い
ほ

ど
、
取
組
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

技
能
検
定
の
活
用
状
況

　

調
査
は
技
能
検
定
の
受
験
を
奨
励
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
も
聞
い
て
お
り
、
奨
励
し
て

い
る
企
業
は
三
一
・
五
％
で
、
奨
励
し
て
い

な
い
企
業
は
六
六
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が

18.2
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人材育成・能力開発について特に方針を定めていない
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図表７　ものづくり人材の育成・能力開発の方針

図表８　教育訓練の成果
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大
き
い
ほ
ど
奨
励
し
て
い
る
企
業
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

　

奨
励
し
て
い
る
企
業
に
、
そ
の
目
的
を
聞

い
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、「
担
当
業
務
に

関
す
る
専
門
的
な
知
識
・
技
能
が
身
に
付
く
」

が
七
四
・
六
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で

「
目
標
を
与
え
る
こ
と
で
技
能
者
の
意
欲
が

高
ま
る
」（
五
二
・
四
％
）、「
社
内
で
求
め
ら

れ
る
技
能
水
準
を
従
業
員
に
明
示
で
き
る
」

（
三
八
・
六
％
）
な
ど
の
順
だ
っ
た
。

　

奨
励
し
て
い
る
企
業
が
技
能
検
定
の
取
得

を
処
遇
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
（
複
数
回
答
）、
何
ら
か
の
形
で
反

映
さ
せ
て
い
る
の
が
八
〇
・
六
％
と
大
多
数

を
占
め
、
処
遇
に
は
反
映
さ
せ
な
い
と
す
る

企
業
（
一
八
・
〇
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
検
定
の
取
得
を
処
遇
に
反
映
さ
せ
て

い
る
企
業
に
、
そ
の
中
身
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
資
格
手
当
等
の
給
与
」（
五
六
・
九
％
）、「
昇

進
・
昇
格
」（
三
七
・
四
％
）、「
奨
励
金
」（
三
二
・

五
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

３  

も
の
づ
く
り
人
材
の
あ
り

方
と
経
営
戦
略
の
展
開

約
半
数
が
「
熟
練
技
能
者
集
団
」
企
業

　

自
社
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
強
み
か
聞
い
た

と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、「
高
度
な
熟
練
技
能

を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を
強
み
だ
と
す
る
割

合
が
三
三
・
八
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
次
い

で
「
極
め
て
短
い
納
期
に
対
応
で
き
る
」
が

三
一
・
〇
％
、「
優
良
企
業
の
下
請
企
業
の
主

力
と
な
っ
て
い
る
」
が
二
四
・
一
％
、「
他
社

の
参
入
が
難
し
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
」
二
一
・
八
％
、「
狭
い
市
場
で
高

い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
」
が
一
八
・
四
％

な
ど
と
続
く（
図
表
９
）。
主
要
な
項
目
で
は
、

従
業
員
規
模
に
よ
る
違
い
は
小
さ
い
。

　

企
業
の
人
材
的
特
徴
を
タ
イ
プ
分
け
す
る

と
、「
ベ
テ
ラ
ン
の
技
能
者
が
多
く
、
熟
練
技

能
者
集
団
に
近
い
」
企
業
が
四
五
・
四
％
と

半
数
近
く
を
占
め
、「
比
較
的
単
純
な
作
業
を

こ
な
す
労
働
集
約
的
な
作
業
者
集
団
に
近

い
」
が
三
五
・
七
％
で
続
き
、
以
下
「
研
究

者
・
技
術
者
の
割
合
が
高
く
、
研
究
技
術
者

集
団
に
近
い
」（
九
・
〇
％
）、「
商
品
企
画
・

市
場
開
発
担
当
者
の
割
合
が
高
く
、
企
画
営

業
集
団
に
近
い
」（
一
・
七
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
従
業
員
規
模
で
違
い
が
み
ら
れ
、
規
模

が
小
さ
い
ほ
ど
「
ベ
テ
ラ
ン
の
技
能
者
が
多

く
、
熟
練
技
能
者
集
団
に
近
い
」
割
合
が
高

い
一
方
、規
模
が
大
き
い
ほ
ど「
研
究
者
・
技

術
者
の
割
合
が
高
く
、
研
究
技
術
者
集
団
に

近
い
」割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る（
図
表
10
）。

　

自
社
の
強
み
を
人
材
タ
イ
プ
別
で
み
る
と
、

違
い
が
大
き
い
。
約
半
数
を
占
め
る
「
ベ
テ

ラ
ン
の
技
能
者
が
多
く
、
熟
練
技
能
者
集
団

に
近
い
」
企
業
で
は
、「
高
度
な
熟
練
技
能
を

持
っ
て
い
る
」
が
五
二
・
六
％
と
過
半
数
で
、

「
極
め
て
短
い
納
期
に
対
応
で
き
る
」
が
三

四
・
四
％
と
続
く
。「
比
較
的
単
純
な
作
業

を
こ
な
す
労
働
集
約

的
な
作
業
者
集
団
に

近
い
」
企
業
で
は
、

「
極
め
て
短
い
納
期

に
対
応
で
き
る
」
こ

と
を
強
み
と
す
る
の

が
三
二
・
〇
％
で
、

「
優
良
企
業
の
下
請

企
業
の
主
力
と
な
っ

て
い
る
」
こ
と
を
あ

げ
る
の
が
二
七
・

四
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
研
究
者
・
技
術
者

の
割
合
が
高
く
、
研

究
技
術
者
集
団
に
近

い
」
企
業
で
は
、「
研

究
開
発
部
門
の
技
術

力
が
極
め
て
高
い
」

こ
と
を
強
み
と
す
る

企
業
が
三
九
・
六
％

と
ト
ッ
プ
で
、「
狭
い

市
場
で
高
い
シ
ェ
ア

を
誇
っ
て
い
る
」
が

三
七
・
三
％
と
続
い

て
い
る
。
当
然
の
結

果
と
い
え
そ
う
だ
が
、

企
業
の
強
み
と
人
材

の
あ
り
方
が
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
（
図
表

図表９　自社の強み（n=4280、複数回答、％）

図表 10　自社の人材的な特徴
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11
）。経

営
を
支
え
る
熟
練
技
能
工

　

経
営
を
支
え
る
主
力
製
品
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
な
人
材
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
高
精
度
の
加
工
・
組
立
が
で
き
る

熟
練
技
能
者
」
を
あ
げ
る
企
業
割
合

が
二
〇
・
五
％
と
も
っ
と
も
高
く
、

次
い
で
「
工
場
管
理
・
作
業
者
の
指

導
が
で
き
る
工
場
管
理
者
層
」（
一

七
・
一
％
）、「
生
産
現
場
の
監
督
が

で
き
る
リ
ー
ダ
ー
的
技
能
者
」（
一

六
・
四
％
）、「
複
数
の
工
程
を
担
え

る
多
能
工
」（
一
二
・
四
％
）、「
新
製

品
開
発
が
で
き
る
研
究
職
・
開
発

職
」（
九
・
九
％
）
な
ど
の
順
。
技
能

系
人
材
を
あ
げ
る
企
業
が
約
半
数

（
四
九
・
三
％
）
と
、
技
術
系
人
材

を
あ
げ
る
企
業
（
二
三
・
三
％
）
を

大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
熟
練
技
能

工
が
経
営
を
支
え
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
従

業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
三
〇
〇
人

未
満
で
は
、
ど
の
規
模
階
層
で
も
技

能
系
人
材
が
技
術
系
人
材
を
上
回
っ

て
い
る
。
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
技

術
系
人
材
を
あ
げ
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
三
〇
〇
人
以
上
規
模

で
は
技
術
系
人
材
が
技
能
系
人
材
を

上
回
っ
て
い
る
（
図
表
12
）。

高
付
加
価
値
を
生
み
出
す

熟
練
技
能
者

　

そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
し
た
役
割
に
つ

い
て
は
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
材
で「
コ

ス
ト
削
減
」「
納
期
短
縮
」
で
役
割
を

果
た
し
た
と
す
る
割
合
が
高
い
。
し

国
際
的
な
規
格
に
沿
っ
た
製
品
を

生
産
し
て
い
る

高
度
な
熟
練
技
能
を
持
っ
て
い
る

高
額
な
設
備
に
投
資
を
続
け
て
い

る 極
め
て
短
い
納
期
に
対
応
で
き
る

研
究
開
発
部
門
の
技
術
力
が
極
め

て
高
い

近
隣
の
複
数
の
企
業
と
緊
密
に
連

携
し
て
い
る

優
秀
な
外
注
先
企
業
群
を
育
成
し

て
い
る

大
企
業
の
外
注
化
で
受
注
が
伸
び

て
い
る

海
外
に
工
場
の
積
極
的
な
展
開
を

行
っ
て
い
る

優
良
企
業
の
下
請
企
業
の
主
力
と

な
っ
て
い
る

海
外
の
メ
ー
カ
ー
向
け
に
機
械
や

部
品
を
供
給
し
て
い
る

商
品
企
画
を
重
視
し
生
産
は
で
き

る
だ
け
外
注
し
て
い
る

狭
い
市
場
で
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ

て
い
る

あ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
国
際

的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る

先
行
製
品
と
同
等
品
を
よ
り
安
価

で
提
供
で
き
る

複
数
の
技
術
・
製
品
で
特
許
を
取

得
し
て
い
る

他
社
の
参
入
が
難
し
い
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
強
み
は
な
い

全体（n=4280） 1３.1 ３３.8 11.6 ３1.0 6.8 12.7 4.３ 6.6 4.３ 24.1 4.1 1.8 18.4 4.5 5.7 7.9 21.8 2.３ 9.0 

研究者・技術者の割合が高く、研究
技術者集団に近い（n=３86） 2３.1 27.7 6.7 17.1 ３9.6 7.３ 5.2 5.7 9.３ 9.３ 1３.5 8.8 ３7.３ 16.３ 4.7 28.2 ３6.8 1.３ ３.4 

ベテランの技能者が多く、熟練技能
者集団に近い（n=1941） 12.5 52.6 1３.8 ３4.4 4.6 14.4 5.0 7.4 ３.8 26.4 4.0 0.6 17.6 ３.8 4.2 6.4 22.7 1.9 4.7 

比較的単純な作業をこなす労働集
約的な作業者集団に近い（n=1） 11.３ 15.7 10.３ ３2.0 1.9 12.7 2.9 6.5 ３.4 27.4 2.4 0.5 14.9 2.6 8.4 5.0 16.8 2.5 15.4 

商品企画・市場開発担当者の割合が
高く、企画営業集団に近い（n=74） 18.9 6.8 5.4 25.7 12.2 14.9 18.9 4.1 4.1 10.8 1.4 21.6 ３5.1 9.5 4.1 16.2 41.9 2.7 0.0 

図表 11　人材的特徴タイプ別の自社の強み（複数回答、％）

図表 12　主力製品の生産に重要な役割を果たした人材　（複数回答、％）

工場管理・
作業者の指
導ができる
工場管理者
層

技　能　系　人　材 技　術　系　人　材

その他

重要な役
割を果た
した人材
はいない

無回答 技能系
人材

技術系
人材

高精度の加
工・組立が
できる熟練
技能者

生産現場の
監督ができ
るリーダー
的技能者

複数の工程
を担える多
能工

製造方法・
生産システ
ムの改善が
行える生産
技術職

生 産 管 理
（ 工 程 管 理、
原価管理）
職

新製品開発
ができる研
究職・開発
職

全体（n=4280） 17.1 20.5 16.4 12.4 7.9 5.6 9.9 1.0 4.7 4.5 49.３ 2３.３ 

３0人未満（n=166３） 15.8 24.5 15.2 14.4 5.6 5.1 9.0 1.0 5.7 ３.8 54.1 19.7 

３0～99人（n=1507） 18.4 18.３ 18.0 11.5 9.2 6.9 10.1 0.8 4.1 2.7 47.8 26.2 

100～299人（n=451） 19.5 14.9 19.1 8.4 11.8 6.4 14.0 1.1 2.4 2.4 42.4 ３2.2 

３00人以上（n=116） 16.4 8.6 14.7 12.1 15.5 ３.4 22.4 4.３ 0.9 1.7 ３5.4 41.３ 

か
し
、「
高
精
度
の
加
工
・
組
立
が
で
き
る
熟

練
技
能
者
」
で
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
熟

練
技
能
を
活
か
し
て
、
新
し
い
加
工
・
組
立

技
術
を
確
立
し
た
」
と
す
る
割
合
が
四
〇
・

五
％
と
も
っ
と
も
高
く
、「
新
製
品
開
発
が
で

き
る
研
究
職
・
開
発
職
」
で
は
「
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
熟
練
技
能
を
活
か
し
て
、
新
し
い

製
品
の
開
発
に
貢
献
し
た
」
割
合
が
八
二
・

五
％
と
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
る
。「
高

精
度
の
加
工
・
組
立
が
で
き
る
熟
練
技
能
者
」

に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
熟
練
技

能
を
活
か
し
て
、
新
し
い
製
品
の
開
発
に
貢

献
し
た
」
を
あ
げ
る
割
合
（
一
七
・
二
％
）

が
、「
研
究
職
・
開
発
職
」
に
次
ぐ
二
番
手
に

な
っ
て
お
り
、
新
製
品
開
発
に
お
け
る
熟
練

技
能
者
の
役
割
が
小
さ
く
な
い
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
（
図
表
13
）。

　

今
後
、
必
要
と
な
る
も
の
づ
く
り
人
材
に

つ
い
て
は
、「
生
産
現
場
の
監
督
が
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
的
技
能
者
」
を
あ
げ
る
割
合
（
一

八
・
五
％
）
が
も
っ
と
も
高
く
、次
い
で
、「
工

場
管
理
・
作
業
者
の
指
導
が
で
き
る
工
場
管

理
者
層
」（
一
六
・
八
％
）、「
新
製
品
開
発
が

で
き
る
研
究
職
・
開
発
職
」（
一
三
・
七
％
）、

「
高
精
度
の
加
工
・
組
立
が
で
き
る
熟
練
技

能
者
」（
一
二
・
六
％
）
な
ど
の
順
。
現
在
よ

り
も
よ
り
高
度
な
役
割
を
担
う
人
材
を
望
ん

で
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

九
割
近
く
が
経
営
を
支
え
る 

人
材
を
自
前
で
育
成

　

経
営
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
人
材
を
ど
の

よ
う
に
し
て
確
保
す
る
の
か
に
つ
い
て
は

（
複
数
回
答
）、「
中
途
採
用
者
を
自
社
で
育

成
」
が
七
〇
・
四
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
次

い
で
「
新
卒
者
を
採
用
し
て
自
社
で
育
成
」

す
る
企
業
が
三
七
・
一
％
で
、「
大
手
製
造
業
、

取
引
先
企
業
等
で
働
い
て
い
た
人
材
を
即
戦
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力
と
し
て
採
用
」（
一
一
・
八
％
）、「
大
手
製

造
業
、
取
引
先
企
業
等
か
ら
出
向
し
て
き
た

人
材
を
活
用
」（
三
・
一
％
）
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
中
途
、
新
卒
を
合
わ
せ
る
と
九
割
近

く
（
八
八
・
七
％
）
が
自
社
で
育
成
す
る
と

し
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
従
業
員
規
模
別
に

み
て
も
差
は
な
く
、
ど
の
規
模
階
層
も
約
九

割
が
自
前
で
人
材
を
育
成
す
る
と
し
て
い
る

（
図
表
14
）。

　

自
社
の
強
み
に
つ
い
て「
あ
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
分
野
で
国
際
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
持
っ

て
い
る
」「
海
外
の
メ
ー
カ
ー
向
け
に
機
械
や

部
品
を
供
給
し
て
い
る
」「
海
外
に
工
場
の
積

極
的
な
展
開
を
行
っ
て
い
る
」「
国
際
的
な
規

格
に
沿
っ
た
製
品
を
生
産
し
て
い
る
」
と
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
企
業
で
、
過
半
数
以
上

が
「
新
卒
者
を
採
用
し
て
自
社
で
育
成
」
す

る
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
だ
（
そ
れ
ぞ
れ
、

六
四
・
三
％
、
五
五
・
四
％
、
五
四
・
三
％
、

五
三
・
七
％
）。

生
き
残
り
は
コ
ス
ト
削
減
や 

優
良
企
業
か
ら
の
受
注
等
で

　

生
き
残
り
の
た
め
の
競
争
力
の
源
泉
と

な
っ
て
い
る
経
営
戦
略
に
つ
い
て
は
、「
改
善

の
積
み
重
ね
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
」
を
あ

げ
る
割
合
が
二
七
・
三
％
と
も
っ
と
も
高
く
、

「
単
品
、小
ロ
ッ
ト
へ
の
対
応
」（
二
二
・
四
％
）、

「
優
良
企
業
か
ら
の
受
注
の
獲
得
・
拡
大
」

（
二
二
・
三
％
）、「
従
来
の
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
に
付
加
価
値
を
付
与
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」（
二
二
・
一
％
）、「
改
善
の
積
み

重
ね
に
よ
る
納
期
の
短
縮
」（
二
〇
・
七
％
）

が
二
割
台
で
続
き
、
次
い
で
一
割
台
で
「
高

度
な
熟
練
技
能
を
活
か
し
た
他
社
に
は
で
き

な
い
加
工
技
術
や
作
業
工
程
の
確
立
」（
一

七
・
五
％
）、「
営
業
力
の
強
化
」（
一
四
・
七
％
）、

「
従
来
の
技
術
に
付
加
価
値
を
付
与
し
た
新

技
術
の
開
発
」（
一
三
・
一
％
）、「
大
企
業
の

参
入
が
難
し
い
ニ
ッ
チ
分
野
へ
の
進
出
」（
一

三
・
〇
％
）
が
続
い
て
い
る
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
改
善
の
積
み

重
ね
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
」「
優
良
企
業
か

ら
の
受
注
の
獲
得
・
拡
大
」
は
ど
の
規
模
で

も
割
合
が
高
く
、「
三
〇
人
未
満
」
と
「
三
〇

～
九
九
人
」
で
は
比
較
的
「
単
品
、
小
ロ
ッ

ト
へ
の
対
応
」
が
高
く
な
っ
て
お
り
、「
一
〇

〇
～
二
九
九
人
」、「
三
〇
〇
人
以
上
」
で
は

「
従
来
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
付
加
価
値
を

付
与
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

人
材
の
あ
り
方
と
経
営
戦
略
の
結
び

つ
き
が
強
い
熟
練
技
能
者
集
団
企
業

　

企
業
の
人
材
タ
イ
プ
別
に
み
て
、
も
っ
と

も
割
合
の
高
い
「
ベ
テ
ラ
ン
技
能
者
が
多
く
、

熟
練
技
能
者
集
団
に
近
い
」
企
業
（
回
答
企

業
の
四
五
・
四
％
）
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、

競
争
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
取
り
組
み
の

ト
ッ
プ
に
「
改
善
の
積
み
重
ね
に
よ
る
コ
ス

ト
の
削
減
」（
二
六
・
〇
％
）
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
同
様
だ
が
、
二
番
手
に
「
高
度
な

熟
練
技
能
を
活
か
し
た
他
社
に
は
で
き
な
い

加
工
技
術
や
作
業
工
程
の
確
立
」
が
二
四
・

六
％
と
続
い
て
い
る
の
が
目
立
ち
、
人
材
の

あ
り
方
と
経
営
戦
略
が
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。「
研
究
者
・
技
術
者
の
割
合
が
高
く
、

研
究
技
術
者
集
団
に
近
い
」
企
業
で
は
、「
従

来
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
付
加
価
値
を
付
与

し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」「
従
来
の
技

術
に
付
加
価
値
を
付
与
し
た
新
技
術
の
開

発
」「
こ
れ
ま
で
に
な
い
革
新
的
な
新
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」「
こ
れ
ま
で
に
な
い
革
新

的
な
技
術
の
開
発
」
を
あ
げ
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
、
三
六
・
三
％
、

図表 13　主力製品の生産に貢献したものづくり人材が果たした役割（複数回答、％）

図表 14　主力製品生産に重要なものづくり人材の確保の方法（複数回答、％）

これまでの経験
や熟練技能を活
かして、新しい
加工・組立技術
を確立した

これまでの経験
や熟練技能を活
かして、他社に
はできない生産
プロセスを確立
した

これまでの経験
や熟練技能を活
かして、新しい
製品の開発に貢
献した

改善の積み重ね
によりコスト削
減に成功した

改善の積み重ね
により納期短縮
に成功した

その他 無回答

全体（n=３884） 27.1 19.4 20.9 42.4 ３7.8 ３.9 ３.8
＜主力製品の生産で重要な役割を果たしたものづくり人材＞ 
工場管理・作業者の指導ができる工場管理
者層（n=7３３） ３0.３ 18.7 12.7 49.5 42.8 4.1 ３.1

高精度の加工・組立ができる熟練技能者
（n=879） 40.5 25.0 17.2 ３2.３ ３8.0 ３.３ 4.7

生産現場の監督ができるリーダー的技能者
（n=704） 24.0 18.5 10.9 51.7 40.9 ３.4 ３.4

複数の工程を担える多能工（n=529） 18.9 14.0 10.8 44.2 47.３ 4.5 4.9
製造方法・生産システムの改善が行える生
産技術職（n=３３6） ３0.7 ３３.6 16.4 49.7 ３0.7 ３.6 2.1

生産管理（工程管理、原価管理）職（n=2３8） 12.6 12.2 8.4 56.３ 51.３ 7.1 2.1
新製品開発ができる研究職・開発職（n=424） 14.9 9.2 82.5 19.6 10.1 1.4 2.4
技能者　計（n=2845） 29.8 19.7 1３.３ 4３.8 41.7 ３.8 4.0
技術者　計（n=998） 19.6 18.1 42.6 ３8.5 26.9 ３.5 2.2

新卒者を採用し
て自社で育成

中途採用者を自
社で育成

大手製造業、取引
先企業等で働いて
いた人材を即戦力
として採用

大手製造業、取
引先企業等から
出向してきた人
材を活用

その他 無回答
新卒又は中途採
用者を採用して
自社で育成

外部の人材を即
戦力として活用

全体（n=３884） ３7.1 70.4 11.8 ３.1 2.4 2.7 88.7 14.2 
３0人未満（n=1504） 22.7 77.8 10.9 1.３ 2.9 2.7 88.6 12.0 
３0～99人（n=1404） 41.３ 68.9 1３.5 4.1 2.2 2.0 88.7 16.5 
100～299人（n=429） 68.5 55.2 11.7 6.5 1.2 ３.３ 90.2 17.0 
３00人以上（n=11３） 8３.2 47.8 9.7 6.2 ３.5 2.7 91.2 14.2 
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三
三
・
九
％
、
三
三
・
二
％
、
三
〇
・
八
％
）。

　

最
大
取
引
先
へ
の
依
存
度
別
に
み
る
と
、

依
存
度
が
高
い
ほ
ど
、「
改
善
の
積
み
重
ね
に

よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
」
を
あ
げ
る
割
合
が
高

く
、
逆
に
「
従
来
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
付

加
価
値
を
付
与
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」「
大
企
業
の
参
入
が
難
し
い
ニ
ッ
チ
分
野

へ
の
進
出
」「
こ
れ
ま
で
に
な
い
革
新
的
な
新

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」「
こ
れ
ま
で
に
な

い
革
新
的
な
技
術
の
開
発
」
を
あ
げ
る
割
合

は
低
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
成
長
に
必
要
な
「
営
業
力

の
強
化
」

　

今
後
の
成
長
に
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、「
営
業
力
の
強
化
」
を
あ
げ
る
割
合
が

三
八
・
二
％
と
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
お
り
、

次
い
で
「
改
善
の
積
み
重
ね
に
よ
る
コ
ス
ト

の
削
減
」「
優
良
企
業
か
ら
の
受
注
の
獲
得
・

拡
大
」「
改
善
の
積
み
重
ね
に
よ
る
納
期
の
短

縮
」「
従
来
の
技
術
に
付
加
価
値
を
付
与
し
た

新
技
術
の
開
発
」「
従
来
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

に
付
加
価
値
を
付
与
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
」
の
順
（
そ
れ
ぞ
れ
三
五
・
〇
％
、

二
七
・
九
％
、
二
六
・
四
％
、
二
五
・
九
％
、

二
五
・
〇
％
）。
今
後
の
成
長
の
た
め
に
は
、

従
来
の
も
の
づ
く
り
現
場
の
努
力
と
と
も
に
、

「
営
業
力
の
強
化
」
が
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
よ
う
だ
。

４  

行
政
に
希
望
す
る
支
援
策

若
者
の
も
の
づ
く
り
に
対
す
る 

意
識
向
上
を

　

も
の
づ
く
り
企
業
は
、
行
政
に
対
し
て
、

も
の
づ
く
り
人
材
の
確
保
・
育
成
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
望
ん
で
い
る
の
か
聞

い
た
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
支
援
を
希
望
す
る

企
業
が
七
八
・
〇
％
で
、
希
望
す
る
こ
と
は

な
い
と
す
る
企
業
（
一
八
・
七
％
）
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
支
援
策
の
具
体
的
な
中

身
で
は
（
複
数
回
答
、「
希
望
す
る
こ

と
は
な
い
」
除
く
）、「
若
者
の
も
の

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
の
活
動
」を
あ
げ
る
企
業
が
四
三
・

一
％
と
も
っ
と
も
高
く
、次
い
で「
職

業
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
へ
の
助

成
金
の
支
給
対
象
の
拡
大
／
支
給
額

の
増
額
」（
三
四
・
七
％
）、「
教
育
訓

練
給
付
金
制
度
な
ど
従
業
員
の
自
己

啓
発
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
」（
二

四
・
四
％
）、「
も
の
づ
く
り
人
材
向

け
在
職
者
訓
練
の
充
実
」（
二
三
・

七
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
表

15
）。
支
援
策
と
し
て
、
助
成
制
度

な
ど
具
体
的
な
支
援
策
が
あ
げ
ら
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
よ

り
も
若
者
の
も
の
づ
く
り
に
対
す
る

意
識
向
上
を
あ
げ
る
企
業
割
合
が
高

い
の
は
、も
の
づ
く
り
人
材
の
確
保
・

育
成
を
め
ぐ
る
強
い
危
機
意
識
の
現

れ
と
い
え
そ
う
だ
。

◇　
　
　
　

◇

　

以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
①
三
社

に
一
社
が
「
高
度
な
熟
練
技
能
」
が

自
社
に
強
み
だ
と
認
識
し
て
い
る
②

約
半
数
の
企
業
が
「
熟
練
技
能
者
集

団
」
で
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
そ
の
傾

向
が
強
い
③
も
っ
と
も
多
く
の
企
業

が「
熟
練
技
能
者
」を
経
営
を
支
え
る

主
力
製
品
づ
く
り
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
あ
げ
、「
加
工
・
組
立
の
新
技
術
の

確
立
」
や
「
新
製
品
開
発
」
で
の
役

割
を
評
価
し
て
い
る
④
約
九
割
の
企

業
が
経
営
基
盤
を
支
え
る
「
も
の
づ

く
り
人
材
」
の
育
成
を
自
前
で
行
う
と
し
て

い
る
―
―
な
ど
、
高
付
加
価
値
を
熟
練
技
能

で
生
み
出
し
て
い
る
中
小
機
械
金
属
産
業
の

活
力
あ
る
現
場
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

図表 15　ものづくり人材確保・育成のため、行政に希望する支援
（「希望することはない」除く、n=3481、複数回答、%）

43.1

34.7

24.4

23.7

21.5

21.3

17.2

15.7

12.4

12.1

9.9

8.3

5.5

2.2

4.1

若者のものづくりに対する意識を高めるための活動

職業訓練を実施する事業主への助成金の支給対象の拡大／支給額の増額

教育訓練給付金制度など従業員の自己啓発支援に関する情報提供

ものづくり人材向け在職者訓練の充実

従業員の指導力強化に向けた勉強会の実施

公共職業訓練修了者に関する情報提供

熟練技能者による若年技能者への講習会の実施

企業ニーズに合致したオーダーメイド型職業訓練コースの設定

製造現場の改善に向けたコンサルティングや相談窓口の設置

新技術に対応した訓練コースの設定・拡充

加工・組立技術のデータベース化、マニュアル化の支援

地域での職業訓練コースの設定状況に関する情報提供

新技術に対応した技能訓練用教材の開発

その他

無回答
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